
参加費無料シンポジウム

  「読書推進の活性化と
       図書館、地域書店の役割」

お問い合わせ

学校図書館整備推進会議（日本児童図書出版協会 内）
電話   ０３-６２７３－７４８４

【 主 催 】学校図書館整備推進会議 　図書館改革プロジェクト　【 後 援 】活字文化議員連盟 　学校図書館議員連盟 

お申し込み

文字・活字文化推進機構ウェブページより
受け付けます。

先着：３００名

https://www.mojikatsuji.or.jp/news/2026/07/23/11214/

紙 の学びは、読解力や表現力、文章力や会話力を身に
つけるには、もっともすぐれた教材であると、世論調査や
研究活動の成果は結論づけています。この違いは、デジタル
は読みが浅くなり、紙は深読みできるという点にあり、読書
推進にかかわる環境整備の大切さを物語るものです。

いま、本屋のない自治体の増加で、多くの地域住民が
活字文化や読書文化とふれる機会を失っています。こうした
現実を受けて、本シンポジウムでは、地域書店廃業の根本
原因や図書館への図書納入の実態を明らかにするとともに、
自治体直営の中央図書館の可能性や、読書推進の活性化に
必要な改革の方策を考え合います。

未来の読書環境のために、一緒に考えませんか。
　　　　　　　　ご参加をお待ちしております。

パネリスト
　山口　寿一 氏     文字・活字文化推進機構理事長　 読売新聞グループ本社代表取締役社長
　阿部　裕行 氏     東京都多摩市市長　※冒頭発言のみビデオ出演
     須田雄次郎 氏     東京都多摩市副市長
    春井　宏之 氏     愛知県書店商業組合理事長
     田村　　修 氏     学校図書館問題研究会事務局次長

報告
　活字文化議員連盟　  学校図書館議員連盟　  経済産業省　  文部科学省

※交渉中

コーディネーター

     太田　　剛 氏     図書館と地域をむすぶ協議会チーフディレクター


